
病院ではなく、医療や看護・介護などのさまざまなサービスを利用して住み慣れた地域で

安心して、暮らし続けられるように、ご本人やその家族等からの医療・療養に関する相談窓

口を開設しました。この相談窓口は、ケアマネジャーの資格を持つ社会福祉士が、「在宅医

療」に関する相談に応じます。

また、この窓口は、「在宅医療」の連携拠点として、ケアマネジャーの皆様が利用者の医

療相談等で対応に困難を感じる際や、医療関係の方々が多職種との連携のことや介護福祉サ

ービスの情報を知りたい場合にも相談に応じます。

毛呂山越生在宅医療支援センター
くらしワンストップMORO HAPPINESS館内

毛呂山町大字毛呂本郷１００６番地

相談受付 ９：００～１７：００（月曜日～金曜日）

連 絡 先 ０４９－２９５－２３２０

在宅医療って？
通院や入院ではなく、自宅などの生活の

場で、診療や治療を行うのが「在宅医療」

です。おもに病院へ通うことが難しい方

が、医師や看護師、リハビリの人などに、

自宅に来てもらい、支援を受けます。

どんなとき相談するの？

・寝たきりや認知症で通院ができないとき

・自宅で看取りたい

・自宅で療養できるなら退院したい

・手術をして自宅で療養したいが通院が

難しい



地域で暮らすみなさんを介護・福祉・健康・医療など、さまざまな面から総合的に支える

窓口です。相談や援助には、保健師や主任介護支援専門員（主任ケアマネジャー）、社会福

祉士などの専門職員が対応します。お気軽にご相談ください。

自立した生活ができるように支援します！（介護予防ケアマネジメント）

高齢になっても自分らしく、自立した生活を送るためには元気な身体づくりが大切です。

介護が必要な状態になることを防ぐために、地域包括支援センターがお手伝いします。

いろいろな相談に応じます！（総合相談）

高齢者のみなさんのさまざまな相談を受け、必要なサービスにつなぎます。

みなさんの権利を守ります！（権利擁護）

高齢者のみなさんが安心して暮らせるよう、成年後見制度の紹介や、高齢者虐待の防止、

悪質な訪問販売による被害の防止などの相談に応じます。

さまざまな機関と連携し、みなさんを支えます！

安心して暮らせる地域を目指し、地域のケアマネジャーの支援や助言、関係機関とのネッ

トワークづくりを進めます。

毛呂山町のみなさんの地域包括支援センター

３つの支所は身近な窓口として、毛呂山町地域包括支援センターと連携をとりながら、相談業務、
家庭訪問による確認も行っています。

越生町のみなさんの地域包括支援センター

毛呂山町地域包括支援センター
〒350-0493 毛呂山町中央 2-1

毛呂山町役場 高齢者支援課内

電 話 049-295-2112

ＦＡＸ049-276-1013

地域包括支援センター

悠久園支所

〒350-0464 毛呂山町南台 5-38-5

特別養護老人ホーム悠久園内

電 話 049-295-2000

ＦＡＸ049-295-9700

地域包括支援センター支所

ＨＡＰＰＩＮＥＳＳ館

〒350-0451 毛呂山町大字毛呂本郷 1006

くらしワンストップ MORO HAPPINESS 館内

電 話 049-276-1878

ＦＡＸ049-276-1883

地域包括支援センター

ななふく苑支所

〒350-0433 毛呂山町大字西大久保 766-1

特別養護老人ホームななふく苑内

電 話 049-276-5313

ＦＡＸ049-276-5317

越生町地域包括支援センター
〒350-0416 越生町大字越生 917

越生町保健センター内

電 話 049-292-5505

ＦＡＸ049-292-5623

みなさんのまちの地域包括支援センター
～地域包括支援センターは高齢者の総合相談窓口です～

毛呂山越生在宅医療支援センターと地域包括支援センターは

連携して、みなさんの在宅生活を支援します


